
　十年ほど前、アメリカの美術館の学芸員か
ら一枚の写真【図 １ 】について問い合わせを受け
た。
　写真にはヨーロッパ系の六人の男女と、彼
らの両側には日本人と思しき二人の男が写っ
ている。向かって左から三人目は、『戦艦ポ
チョムキン』や『メキシコ万歳』で有名なロ
シアの映画監督セルゲイ・エイゼンシュテイ
ン（１898-１948）、背が高く、丸刈りで精悍な
顔立ちに蝶ネクタイで決めているのは、詩人
のマヤコフスキー（１893-１930）である。さ
らに紹介すると、マヤコフスキーの右側に立
つ帽子の女性は、その恋人リーリャ・ブリー
ク（１89１-１978）、その隣には劇作家セルゲイ・

トレチャコワ（１892-１939）の妻オルガ、エ
イゼンシュテインをはさんで向かって左端か
ら二人目が、小説家のパステルナーク（１890-
１960）、そしてマヤコフスキーの左隣の男性
は、ソ連共産党外交官のヴォズネセンスキー
（１903-１949）である。
　ギャラリーから購入したというその写真
は、１924年にモスクワで撮影された。そして
この写真は、彼等ロシア・アヴァンギャルド
の貴重な集合写真として高く評価されてい
る。彼等の左端で腰に手を当て、どこか誇ら
しげに胸を張る眼鏡の日本人について、ギャ
ラリーの調書では「Tamiji Najito」と伝えて
いる。問い合わせがあったのは、このTamiji 

Najitoという人物につい
てであった。調べてみ
て、すぐに名前の表記ミ
スが判明した。正しくは
Tamiji Naito = 内藤民治
という。

　内藤民治（１885-１965）
は、１906年に渡米、プリ
ンストン大学卒業後、
ニューヨーク・ヘラル
ド・ビューン紙のロンド
ン特派員等を務めた正し
く国際派であった。１9１7
年の帰国後、雑誌『中
外』を創刊し、進歩的な
思想家としても活動して
いた。１922年には後藤新
平とともにソ連極東代表
ヨッフェを招き、以後日
ソ漁業、林業、石油、通
商問題解決につくすなど
活躍している。
　１962年１2月に発表され
た彼の回想録には、件の
写真の、内藤とロシア・
アヴァンギャルドの親交
が次のように綴られてい
る。

「その頃知った文人芸術
家として記憶に残ってい
るのは、最近ノーベル賞
問題で世界的に有名に
なったパステルナーク
や、映画“アジアの嵐”で
日本にも知られているア
イジンスタイン、それか
ら絵かきで詩人のマヤコ
フスキーなどです。パステルナークはその頃
二十七、八才の青年でしたが、わたしのホテ
ルの隣りのアパートに住んでいて、朝目がさ
めると窓をあけて、互いに“ラスト・ウェチャ

（お早う）” の挨拶を交わすことが長くつづき
ました。確か、彼を紹介したのは、ルナチャ
ルスキーだったと思います。」

　１924年のモスクワでの内藤の交流は、アー
ティストにとどまることなく、レオン・トロ
ツキー（１879-１940）やヨシフ・スターリン
（１878-１953）とも会談していた。同回想録
には、三人が仲良く並んだ記念写真が掲載さ
れている。この年１924年 １ 月のレーニンの死
後、スターリンが独裁を敷いていく中で、要
職を解任されたトロツキーは、１929年に「国
外追放」となり、その後トルコ、デンマーク、
フランスを転々とする。やがてスターリンの
「刺客」により、その生命をも狙われるよう
になった。つまり、内藤、スターリン、トロ

ツキーの写真とは、正しく歴史的にも貴重な
「記念写真」となった。
　だが、その写真以上に驚くべきは、その回
顧文に綴られた内藤の「行動」であった。彼
はトロツキーを日本に亡命させようとしてい
たのである。

　そしてもうひとつ、トロツキーとスターリ
ンが同一画面に描かれた作品が、名古屋市
美術館が所蔵する、ディエゴ・リベラ（１886-
１957）《プロレタリアの団結》【図 2 】である。同
作品は、１933年、リベラがニューヨークの〈新
労働者学校〉のために描いたものであるが、
画面にはレーニンを中心に、マルクスとエン
ゲルスがその脇を固め、さらにその両翼、左
端にスターリン、右端にはトロツキーが描か
れている。
　この作品が描かれる二か月前、リベラは
ニューヨークのロックフェラー・センターの
RCAビルの壁画に、レーニンの肖像を描い

“亡命はタンカーに乗って。”
――トロツキーの亡命と暗殺をめぐる日本とメキシコの物語

彫刻シンポジウムへの参加（下）

造形作家　庄司 　達
　１970年 7 月１3日、彫刻家シンポジウムに
参加する 5 人の日本人彫刻家（広瀬孝夫　
藤原信　山口牧生　山本哲三　庄司達）が、
オーストリア、ブーゲンランド州サンクト
マルガレーテンの石切場に集まった。過去
１１回のシンポジウムの参加方法にはない、
グループによる制作を前提にして招かれて
いた。ここはウィーンから南へ約60㎞、ハ
ンガリーの国境から近く、ぶどうや大麦畑
が広がるのどかな村の中である。小高い丘
が１000年も前から続く石灰岩の石切場であ
り、公園としても知られていた。
　石切場の近くに彫刻家が宿泊できる「彫
刻の家」が用意されており、私達 5 人と同
伴者はここで生活が始まった。私達は主催
者から支払われる滞在費を出し合い、日常
生活を共にし、村内やウィーンへの外出や
石切場の見学を共に行うなど、共同制作へ
の環境を整えていった。
　毎日のディスカッションは、記録やその
まとめを私が引き受けて行くことで開始さ
れ、 5 人の彫刻家自身の芸術観や造形活動
について披露し合い、石切場に点在する作
品や周囲の景色から感じていることも話題
にした。会話中、アイディアが分かれたり
あるいは煮詰まったりすると、誰かから石
切場に散歩に出ようと発言があり、個性の
熱気を現場の大きな風に当てたりもした。
　その結果、次のようなアイディアに進ん
だ。「サンクトマルガレーテンの山あるい
は、岩盤の一部に溝をうがち、その溝が大
地に見え隠れしながら両端が消えていく。
単なる溝でなく人間一人が楽に入って通る
ことが出来、遠く至る所に続いていくこと
を暗示させる。」

　プランとしてはその溝は間口70㎝、深さ
80㎝で、底面は浅いウェーブを表現して、
丘の上の小さな教会の横から正面の岸壁の
下まで、岩の出ているところを掘り進むと
いうことになった。作品の想定距離は約
300ｍ、彫り込む溝の長さは70ｍに及び、
ローマ時代から続く平ノミとクランペンで
の手仕事を、 5 人が平等に分担することと
した。
　シンポジウム委員会からは、このプラン
が完成しても作品として持ち帰れないこと
と、丘の上や下の彫刻群の間をつなぐ造園
的な効果を持つとして承認され、直ちに制
作を開始することとなった。仕事量は多
かったが終盤は石工の応援もあり、 9 月 5
日の会期内に目標をほぼ達成した。
　シンポジウム委員会と私達にとってこの
シンポジウムの大きな意味は、 5 人の彫刻
家の個別の仕事にはならず、一つの壮大な
プランを生み出した共同制作であること
と、ディスカッションからプランへそして
制作の完了まで、常にオープンで対等な活
動の結果として生まれたことにある。
　この出来事で世界各地でのシンポジウム
の開催意欲に刺激を与えるだけでなく、共
同制作を採用するシンポジウムも出て来
て、スケールの大きな造園的作品の実現に
寄与していった。

街なかアートの展開
　先日、 3 回目の「あいちトリエンナーレ」
が閉幕しました。港千尋さんを芸術監督に迎
えた今年のテーマは「虹のキャラバンサライ
　創造する人間の旅」ということで、芸術と
いうものが未知への旅であること、そして人
間の営みそのものが未知への旅であることを
踏まえた展示が行われました。
　あいちトリエンナーレの特色のひとつに、

街なかアートの展開というものがあります。
これは初回の長者町から始まり、毎回続けら
れているもので、今回は長者町、栄、岡崎、
豊橋で展示が行われました。岡崎の古い民
家である石原邸で展示されていた田島秀彦
の作品は庭を借景としたもので、場というも
のをうまく使っているように思いましたし、
同じ石原邸でそこに残されていたであろう瓦
を利用した柴田眞理子の展示も面白いもので
した。古いガソリンスタンドの跡地のビル、
岡崎表屋を使ったシュレヤス・カルレの展示
は、隠れ家に侵入するようなわくわく感があ
りました。豊橋会場の方では、昔からある商

店街を形成する水上ビルがいい味を出してい
ましたが、ビルの １ 階から 3 階まで鳥の住み
かとしてそこに人間が入っていくというラウ
ラ・リマの作品は、生き物を飼うことや見せ
るということについて考えさせるとともに、
生き物と人間の関係についても示唆するもの
でした。やはり豊橋のPLAT会場では、芸術
劇場のロビーの吹き抜けに大巻伸嗣の巨大な
壺状の作品が展示されましたが、この作品は
空間の大きさや雰囲気とぴったり合っていた
と感じました。
　これら街なかアートの特徴は、やはり、そ
れぞれに個性のある「場」というものであり、

その「場」とのコラボレーションがうまくいっ
た時に、作品は生き生きと魅力を発散するよ
うに思います。美術館のホワイトキューブで
の展示は作品そのものを先入観や余計な背景
なしに見せることができますが、街なかでの
展開は、ホワイトキューブでは成し得ない新
たな価値を作品に加えることがあります。そ
ういった意味で、「あいちトリエンナーレ」
が美術館での展示と街なかでの展示の両方で
成り立っているということは、意義のあるこ
とだと思うのです。
　 3 年後のトリエンナーレはどのように展開
されるでしょうか。期待したいと思います。（AN）

1970年代の彫刻と私

写真は下記の本より引用しました。
Katharina Prantl 著
「Walking over the hill of St,Margarethen from stone 
to stone」2004

【図 2 】 ディエゴ・リベラ《プロレタリアの団結》１933年　名古屋市美術館蔵

【図 １ 】 アナトリー・セメンカ《集合写真、モスクワ、１924年》　
　　　　ヒューストン美術館蔵
ⓒThe Museum of Fine Arts, Houston. Museum purchase funded by Anne Wilkes 
Tucker in honor of Michael Zilkha, 98.546
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生誕130年記念　藤田嗣治展
　エコール・ド・パリを代表する日本人画家
であり、パリで最も有名な日本人藤田嗣治の
全貌を紹介する展覧会を 4 月末から 7 月初め
にかけて開催しました。この地方では初めて
の本格的な藤田の回顧展ということもあり、
大勢の方が美術館に足を運んでくださいまし
た。乳白色の下地を生かした優美な裸婦像や
愛らしい猫の姿など、藤田のトレードマーク
ともいえる作品が人気を集めたことは感想
ノートを読んでいてもわかりますが、とりわ
け目に付くのは戦争画に関する記述です。過
去の藤田展ではあまり紹介されることがな
く、今回の展示で初めてご覧になったという
方が多く、それだけにどなたも強い印象を受
けたようです。
　「タブーの戦争画の中のタブー、《アッツ
島》が見れただけでも満足。また、それだけ
で語られる存在ではないフジタの深さ、奥行
きを堪能」。この方だけでなく、藤田の作風
が時代によって大きく変化していることに驚
かれた感想もかなりありました。「《アッツ島

玉砕》。もう二度とこのような悲劇が繰り返
されませんように。安倍総理にも是非とも一
度は見てもらいたい作品だ」。そうですね。
総理がご覧になったらどんな感想を持たれる
のか興味深いところです。「戦中の絵は、アッ
ツ島のものもそうですが、サイパン島のもの
は筆舌に尽くしがたく、何と言えばいいのか、
しばらく立ち尽くしてしまいました」。確か
に会期中展示室を回っていると、この方のよ
うに戦争画の前でじっと立ち尽くしている姿
をよく見かけました。「絵画を見て涙を流し
たのは69年生きてきて初めてです。藤田の戦
争画に思わず涙しました」。藤田自身は想像
力を駆使して描いたと語っていますが、それ
でも戦争を実感させるところが画家の力なの
でしょう。
　悲惨な画面を前にして多くの方がそこに藤
田の反戦の意思を読み取ったようですが、画
家にそのような意図があったかどうかはわか
りません。当時の状況を思えば、むしろ逆の
可能性の方が高いのですが、だからと言って
反戦を感じることが間違いというわけではあ
りません。優れた作品は時代を超えて様々な
解釈を許すということを、藤田の戦争画ほど
端的に教えてくれるものはありません。（F）

油を輸入するタンカーにトロツキーを匿
い、その脱出・亡命を企てるというもの
であった。
　内藤は、財界からの出資を図り、陸軍
ならびに海軍に接近する。樺太をトロツ
キーの安住の地として想定、そのための
布石を拓務省に掛け合い、海軍に対して
は、同郷で、後の連合艦隊司令長官とな
る山本五十六を説得して、メキシコ産の
石油を輸入する〈メキシコ石油輸入会社〉
の設立に関与、同社の石油輸送タンカー
でトロツキーを救出、輸送しようと考え
た。
　内藤がトロツキー救出の準備と亡命の
手はずを進め、あとはタンカーに乗り込
むチャンスを待っていた矢先、メキシコでは
トロツキーに重大な危機が迫っていた。

　１940年 5 月、メキシコ共産党のメンバー20
数名が、トロツキー邸を襲撃する。陸軍将校
と警官の服装で変装、武装した賊が室内で機
関銃を乱射するも、トロツキーとその妻と孫
は難を逃れることができた。襲撃グループは、
スペイン内戦に、メキシコ人義勇兵として参
加した隊員たちであり、その首謀者は画家
のダビッド・アルファロ・シケイロス（１896-
１974）であった。襲撃後、トロツキーが無傷
だと知ったシケイロスは、「何もかもが無駄
になってしまった。」とつぶやいたという。
　シケイロス・グループによる襲撃から三か
月、１940年 8 月20日、警備を強固にした自宅
に於いて、トロツキーは一人の男によって暗
殺された。男の名はラモン・メルカデル。三
年前、１937年にメキシコ人義勇兵としてスペ
インに渡ったシケイロスが、バルセロナの〈革
命的芸術家同盟〉に加盟する際に仲介をした
男であった。

　内藤の実行が早ければ、トロツキーは暗殺
されることなくメキシコを脱出し、世界は今
とは違う歴史を辿っていたのかもしれない。
　「トロツキーの招待、そして亡命受け入れ
は、対ソ工作という大乗的見地から案外黙認

されるのではないかとも思われた」という内
藤の思惑に対して、陸軍の一部が「トロツキー
を前面に押し出しての樺太独立運動だとか、
シベリア独立の対ソ謀略だとか、勝手なこと
を言い出しました」という。
　トロツキーの存在とその亡命とは、当時に
於いてもそれほどの妄想を膨らませるもので
あった。
　当時、中国東北地方には日本による傀儡国
家「満洲国」が存在した。また「満洲国」と
ソ連が国境を接した極東には、ソ連によって
１934年 5 月に建設されたユダヤ人自治州〈ビ
ロビジャン地区〉がある。ソ連と「満洲国」
（すなわち日本）は、ユダヤ人を利用し、お
互いに国境を接する前線に“配備”しようとす
る狙いもあった。
　ユダヤ系でもあるトロツキーを担ぎ出すこ
とによって、樺太やシベリア、あるいは「満
洲国」内に独立国家や自治区が、“建設”され
ていたかもしれない。勿論、その国家とは「満
洲国」と同じく“傀儡”政権であり、トロツキー
は溥儀と同じような境遇と役回りを担わされ
ていたであろうが…。　［JT］

本稿執筆にあたり、下記の書籍を参考にしました。
・ 小倉英敬『メキシコ時代のトロツキー １937-１940』（新

泉社、2007年）
・ 「忘れられた人物　内藤民治回想録－日ソ関係の裏面史

－（上）（下）」（『論争』１962年１2月、１963年 １ 月）

　今年一番注目を集めた展覧会と言えば、 4
月から 5 月にかけて東京都美術館で開催され
た「若冲展」が衆目の一致するところでしょ
う。僅か3１日の会期中に44万 6 千人という途
方もない来館者が押し寄せ、待ち時間が最大
で 5 時間を超えたという点でも話題になりま
した。筆者の記憶するところでは、一つの展
覧会がこれほどの話題を集めたのは20年以上
前にやはり上野の西洋美術館で開催された
「バーンズ美術館展」以来ではないかと思い
ます。50万人、60万人といった膨大な入場者
を集めた展覧会ならば他にもありますが、一
種社会現象ともいえる状況を作り出したとい
う点において、バーンズ以来という表現は的
外れではないと思います。あの折も 7 時間、
8 時間待ちという大行列がテレビのニュース
で盛んに取り上げられていました。また、開
催が東京一会場のみであったことから、日本
全国から上野に人々が集まったという点でも
共通しています。筆者の周囲でも、普段あま
り美術とは縁のなさそうな方々が、若冲展を
見るためにわざわざ新幹線に乗って東京に向
かったという話をいくつか聞きました。実は
筆者は初日（ 4 月22日）に出張で上京する機
会があったため、夕方 6 時ごろ（この日は金
曜で夜間開館日でした）に東京都美術館を訪
れました。入場のための行列は全くなく、す

ぐに会場に入ることができたのですが、中は
人で埋まっていました。とりわけ《動植綵絵》
を円形に展示した 2 階は、人、人、人という
状況で、人をかき分ける厚かましさも、二重、
三重の列に並ぶ根性もない筆者は、早々に会
場から退散しました。
　一日あたり １ 万 5 千人近い観客を集めたこ
の展覧会。広報という視点で見れば大成功と
いうことになるのでしょう。作品の性質上、
会期は短くならざるを得ず、多くの方々への
周知を徹底するためには早い時期からの広報
が不可欠です。テレビ局と新聞社が組んだ若
冲展の広報は、見事な成果を収めたと言える
でしょう。一方で、尋常ならざる待ち時間や、
美術鑑賞の限度を超えたような会場の状況に
対する批判も少なからず、それをもたらした
広報のあり方を疑問視する向きもあります。
主催者に話を伺ったわけではないので、ここ
から先は推測ですが、恐らく主催者側もこれ
ほどの人が押し寄せるとは予想していなかっ
たのでは。確かに若冲は近年ブームになって
いますが、過去の展覧会の状況を見る限りで
は、これほどの爆発的な入場者を予測するこ
とは難しかったと思います。マスメディアを
利用した大量の広報を、商業主義的と非難す
る声もありますが、大量の広報さえ展開すれ
ば成功するのであれば、世の中に失敗する事
業など存在しません。誰にも予測のできない
ところで、歯車がすべてかみ合ったことが今
回の結果をもたらしたのでしょう。うまくい
かなければ批判され、うまくいき過ぎても批
判され、本当に広報は難しいものです。（F）

アドルフ・ヴェルフリ　二
25,000ページ

萬五千頁 
の王国
　アドルフ・ヴェルフリ（１864〜１930）は、
アウトサイダー・アート/アール・ブリュッ
トの代表的な作家のひとりとして知られてい
ます。スイスのベルン近郊の貧しい家で生ま
れた彼は１895年にヴァルダウ精神科病院に入
院し、66歳で没するまで生涯をそこで過ごし
ました。そこで彼は『揺りかごから墓場ま
で』と題する壮大な自叙伝を書きます。テキ
ストと絵と楽譜に彩られたその膨大な自叙伝
は25,000ページに及ぶ全45巻の本となってい

ます。
　現在、スイスのベルン美術館の中にアドル
フ・ヴェルフリ財団があり、昨年 6 月に出品
作品を選定するための調査にお伺いしまし
た。ヴェルフリの作品は本の形状になってい
るのですが、その状態では １ 点 １ 点の作品を
見ることができないため、折りたたんである
絵を切り離して広げて額装して作品を見せる
ことになります。収蔵庫の中の膨大な数の
作品には、いまだ本の状態になっているもの
をはじめ、作品の中の楽譜を作曲するために
使っていたという紙で作られたトランペット
など様々な資料がありました。残念ながら、
本の形状になっているものは、保存の状態か
ら輸送することは難しく、今回は出品に至り
ませんでしたが、日本における初めての大々

的な回顧展ということで、長さ 4 メートル以
上にもなる絵巻物の作品が特別に出品される
ことになりました。
　ヴェルフリの作品は、画面いっぱいに余白
なくびっしりと様々な事象が描きこまれてい
ます。見れば見るほど、より多くのものが見
えてきて楽しくなります。彼が描き書いた自
叙伝は、全くの想像世界です。その奇想天外
さと細やかで多面的に構築された世界は大変
興味深い上に、後の近現代美術の到来を思わ
せるようなコラージュ作品など、コンセプ
チュアル・アートやあるいはポップ・アート
に通じるような表現方法が見られることにも
驚かされます。そのように独自に追及した表
現欲求へのあくなき挑戦により生まれた魅力
的な作品は、多くの芸術家たちにインスピ

レーションを与えてきたのです。
　ぜひ、名古屋でのヴェルフリの作品との出
会いをお楽しみください！（hina）

たために、完成を待たずして、契約を解除さ
れていた。 7 月になって、マンハッタンにあ
る〈新労働者学校〉の壁画制作に取り掛かり、
2１点を完成したのちに、メキシコに帰国して
いる。
　ロックフェラー・センタービルでの壁画制
作が中断され、ニューヨークでの新たな壁画
制作の場所を探し求めていた 6 月、トロツ
キーはリベラにはじめての手紙を出していた。

「親愛なるディエゴ・リベラ同志
心からの挨拶の言葉を送ります。あなた
の絵は、複製を通じてですが、知ってい
ます。中央アジアのアルマ・アタにいる
時、アメリカの出版物の別冊で初めてあ
なたの作品の写真を見ました。あなたの
フレスコ画は、男らしさに満ち、静寂感
もあり、軟らかさもあり、内部からの力
と形態の平衡した静けさに印象づけられ
ました。（中略）それらの作品の作者が、
マルクスとレーニンの旗の下にある革命
家であることを想像もしませんでした。
最近になり、ディエゴ・リベラ師と、左
翼反対派に近い友人であるディエゴ・リ
ベラ氏が同一人物であることを知りまし
た。（中略）アメリカを訪問し、あなた
の作品の原画を拝見し、個人的にあなた
と対話するという希望を今も持っていま
す。（中略）あなたのレオン・トロツキー
より。」

　リベラがニューヨークでその手紙を見たか
どうかは明らかではないが、その後もリベラ
の画面には、スターリンではなく、トロツ
キーが描かれ続けた。メキシコに帰国したリ
ベラは、１934年１2月に、メキシコ・シティの

国立芸術宮殿に壁画《宇宙を支配する人》を
完成する。同作品はこの年の 2 月に破壊され
たロックフェラー・センターの壁画を再制作
したものであった。完成を見なかったレーニ
ンの右のパネルには、マルクスとエンゲルス
とともに〈第四インターナショナル〉の旗を
持つトロツキーの姿が描かれた。【図 3 】

　１936年 9 月、リベラは〈第四インターナショ
ナル・メキシコ支部〉を結成、政治活動を本
格化していく。
　ちょうど同じ時期、パリからオスロに移
動・滞在していたトロツキーは、１936年 9 月
ノルウェー政府により身柄を拘束され、同年
１１月には国外退去を要請された。アメリカ政
府がトロツキーからの亡命要請を拒否する
と、リベラはメキシコ政府に掛け合い、トロ
ツキーの亡命を受け入れることになる。１936
年１2月１9日、トロツキー夫妻は、秘密裡のう
ちにタンカー「ルート号」によって出航、翌
１937年 １ 月 9 日にメキシコに到着、その後リ
ベラとフリーダ・カーロが所蔵する〈青い家〉
に身を寄せることになる。
　トロツキーとリベラは、１938年にはメキシ
コを訪れたシュルレアリストのアンドレ・ブ
ルトン（１896-１966）とともに「独立革命芸
術のために」と題した宣言を完成、「反スター
リニズム」を標榜し、「社会主義リアリズム」
を糾弾することになる。
　だが、リベラとトロツキーの信頼関係は同
年末から揺るぎはじめ、翌１939年 3 月には決
裂してしまう。

　メキシコにおけるトロツキーの命運が、揺
らぎ始めたこの時期、日本に於いて内藤民治
は、トロツキーの「日本亡命」を画策、奔走
していた。その計画とは、メキシコから石

展覧会 現在進行形

展 覧 会 の 舞 台 裏
広　報 ❽
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《エン湖での開戦、北アメリカ》
１9１１年

ベルン美術館　アドルフ・ヴェルフリ財団蔵
ⒸAdolf Wölfli Foundation, Museum of Fine Arts Bern

紙のトランペットを持つ
アドルフ・ヴェルフリ
１926年

【図 3 】 ディエゴ・リベラ《宇宙を支配する人（部分）》１934年
　国立芸術宮殿、メキシコ・シティ



眞島 建三（まじま けんぞう／１9１6－１994）

　眞島建三は、１9１6（大正 5 ）年に名古屋市
に生まれ、仕事をしながら絵画を学んだ。シュ
ルレアリスムを土台に独自の抽象表現を試み
た作家である。１934（昭和 9 ）年から横井礼
以（１886－１980）の緑ヶ丘中央研究所に通う
ほか、安藤邦衛（１889－１97１）の安藤洋画研
究所にも通った。１937（昭和１2）年結成のナ
ゴヤアバンガルドクラブに参加、同年開催の
名古屋汎太平洋平和博覧会の美術展覧会に入
選する。１938（昭和１3）年に上京し、福沢一
郎（１898－１992）の福沢絵画研究所に学ぶ。
福沢との交流はその死去まで続いた。１940（昭
和１5）年から１95１（昭和26）年まで美術文化
協会会員。１943（昭和１8）年頃からは軍事工
場に勤め、１944（昭和１9）年１0月に召集さ
れ、呉鎮守府の呉海軍航空隊に配属される。
地下兵舎建設の穴掘り作業に従事したという
が、１945（昭和20）年 8 月 6 日の広島への原
子爆弾投下後には呉に逃れた市民の救援にも
当たった。１945年制作の《遍歴》は、空中に
きのこ雲を連想させるものが描かれており、
美術作品中に被爆の体験が表わされた最も早
い例となっている。
　戦後は、名古屋で街頭に立ち、占領軍のア
メリカ兵を相手に似顔絵を描いて日銭を稼い

だ。またこの頃から「くるみ子供美術」を主
宰している。１952（昭和27）年から１962（昭
和37）年まで福沢絵画研究所で知り合った米
倉壽仁（１905－１994）らと結成したサロン・
ド・ジュワンで作品発表を行う。１958（昭和
33）年から１959（昭和34）年にかけてヨーロッ
パに滞在。フランスのラスコー洞窟の壁画に
感銘を受け、以後「原始言語」と名づけた一
連の作品制作に取り組む。帰国後の１959年か
ら彫刻家の野水信（１9１4－１984）らが１953（昭
和28）年に始めた朱泉会に参加する。１977（昭
和52）年からはいずれも創立会員であった野
水と書家の萩原冬珉（１9１5－１984）の三人で
の活動となったが、１984（昭和59）年の両氏
の死去により一人残った眞島が翌１985（昭和
60）年に最後の
会展を開き、そ
の活動に幕を引
いた。１987（昭
和62）年に名古
屋 市 芸 術 賞 芸
術特賞を受賞す
る。 現 代 美 術
作家の眞島直子
（１944－ ）は 作
家 の 長 女 で あ
る。（み。）

　 今 回 は、20１6年 の １ 月 か ら 2 月 に か け
て常設展に展示されました、辰野登恵子
《WORK86－P－１2》（１986年）を採り上げ
たいと思います。辰野さんは１970年代に絵画
を描き始めましたが、その頃の絵画の潮流は、
観念的なものに向かっていました。辰野さん
も絵画を構成する要素を最小限に抑え、コン
セプトを表現しようとするその時代の絵画に
影響を受けましたが、やがてそういった在り
方に疑問を抱くようになります。そしていま
一度、色と形、筆触といったものによって構
成される絵画に立ち返り、絵画の可能性を追
求します。
　ここで採り上げた作品も、黒、ピンク、紫
といった色彩を印象的に用い、奥行き感や感
情を絵画の中に表している作品です。抽象的
な作品ですが、見る人はそこからさまざまな
想像を巡らし、感情を揺さぶられます。以下
にご紹介する感想には、この絵に対峙した皆
さんのそれぞれに違った捉え方、受け止め方
を見て取ることができます。（AN）

「空中に浮いたトランプカードにも見える扉
がダイヤ形に配置され、その奥は、くらやみ
のような黒い影がせまっている。 １枚あけた
ら（めくったら？）その世界へと足をふみ入
れ何が起こるのかは・・・ちょっと想像もつ
かない感じ。黒のまわりにうすいピンク・・・
明るい光にも感じられ、希望もある・・・気
もします。人生の扉、カードを自分で選ん
で・・・その先には・・・？？？」（るんる
んちゃん♡　53歳）
「黒い部分が異次元につながっているような
印象を受けました。どろどろしているような
暗いものも感じましたが、何かが溢れだそう
としているような、活動的で躍動感のある感
じも受けました。」（くま　１9歳）
「なかになにかがあるかんじ」（１0歳）
「まず、頭に浮かんできたのは、黒いコート
を着ている女です。真赤な世界で目立たない
はずの黒色だが、なぜか目立つようになった。
きっと寂しくなったのでしょう〜」（レイオ
　27歳）

「左右の黒いシミが手のように見えました。
中心にある黒いものをその手でつかもうとし
ているような。真黒なんだけど、何か形のあ
る、そんな感じのものを、ワインレッドの背
景に乗せて描いた・・・？　という風に考え
ました。」（2１歳）
「やっと出来上がった作品にあと少し、手を
入れようとして、筆から絵の具の １滴がまん
中に落ちてしまった、というようです。」
「まわりの赤が血みたいでおもしろい。」（１3歳）
「空間のさけめがひらいたような絵だった。」
（１3歳）
「妙だ。空間が見えず、見え、また見えぬ。
先はないが真黒な先に先がある。平たく立体
的で、私が見えなくなる。・・・ああ、妙だ。」
（2１歳）
「黒い部分が人をあらわしているように感じ
ます。その黒い部分の周りが、ピンクのオー
ラを出していて、何か不思議な気がします。」
（Tom　33歳）
「恐ろしくもあり、救いでもあるような。後
にはもう戻ることはできない。」（１7歳）
「黒と赤・・・おどろおどろしい感じの中に
も何か「光」が見えた。「何か出てくる」と
いうよりも「ひきこまれている」という感じ
が強かった。「世界」を感じられる作品。」（ピ
カチュウ　１3歳）
「不安感。ひし形の構図が不安定。赤色が印
象的。夢に出そう。」（東京デモクラシ　１6歳）
「生まれてくる瞬間にみえる情景にみえまし
た。美しいです。」
「歩いてくる女性のシルエットだと思うと黒
の流れが美しい。」（しり）
「鏡に向かって自分がきれいだとポーズして
いるちょっと太めの女性に見えました。」（岐
阜っ子　32歳）
「この黒い物のすき間から、ピンクの光がも
れていたので、黒いドアの奥にだれかが待っ
ているように感じました。人のあたたかさを
感じる、温かい絵だと思いました。」（ハーマ
イオニー・グレンジャー　１0歳）
「あの奥からなにかがでてきそうな。ふしぎ
な絵だとぼくは思いました。」（りんご　１3歳）
「この絵に遠くから近づいて観ようとした
ら、絵の中の女性も今までのキャリアを積み
上げて自信まんまんにランウェイを歩くかの
様に私に近づいて来る様な気がしました。と
ても、やる気、パワーをもらえる感じがしま
した。」（みかお）
「中央の黒い部分、ひし形に置かれている長
方形を除くと、女性が立っているように見え
る。背景の赤と相まって、情熱的な印象を受
ける。」（YKK　26歳）
「まわりのぴんく色の部分が幕のようなかん
じで、まん中に入口がある。本当は暗い場所
をかくしているけど、まん中のところから入
れる。ちょっとこわいけど、何があるのかなー
と思って入ってみたいと思う。」

「ちびっこオアシス」の取り組み
　平成 3 年度から開催している《夏休み こ
どもの美術館》では毎年異なるテーマに沿っ
てさまざまな体験活動を展開しています。今
年度はあいちトリエンナーレ20１6（以下あい
トリ）と共催で 2 つのワークショップを実施
しましたが、会期中の 3 連休を中心に別途、
館の単独事業として「ちびっこオアシス」を
開設しました（計 7 日）。
　あいトリ期間中は開放的な雰囲気があるの
か、乳幼児を連れた来館者を普段より多く見
かけますが、過去 2 回のあいトリ会場を思い
返しても授乳スペースやおむつ交換台の案内
を見た記憶はありません。当館や愛知芸術文
化センターでは救護室を臨機応変に活用して
いますが職員の案内が必要で気軽に使えると
は言い難く、静かに鑑賞すべきという不文律
が未だに幅を利かせる美術館で、乳幼児を連
れた来館者は物理的にも心理的にも居場所が
ないのが現状です。保護者が落ち着いてケア
でき、乳幼児は思い切り動ける、快適な居場
所づくりを考えました。
　地階休憩コーナーの一角にカーテンを取り
つけ、安定の良い椅子を置いて簡易授乳ス
ペースに。大きなテーブルを撤去して掃き清
めた床には繋いで使うマットを敷き詰め、こ
どもの体格に合わせた低いテーブルには幼児

教育の本からヒントを得た布製オモチャやカ
ラフルな洗濯バサミ、大きさや形の異なるふ
た付きの容器などをトレイに入れて用意し、
自由に遊べるようにしました。小学生には画
用紙とお絵かき道具、折り紙を用意し、乳幼
児用エリアとは地続きにしつつもマットの色
を変えて区別し、衛生面にも配慮しました。
　短時間の利用にとどまるのでは…との心配
をよそに小さな来館者はオモチャやお絵か
き、折り紙遊びに熱中し １ 時間以上滞在する
こともありました。簡易授乳スペースの利用
はわずか 4 件でしたが、持参したお湯でミル
クを作りたいとの申し出には喜んでテーブル
を提供しました。急な要望にも柔軟に対応で
きたのはボランティアの協力のおかげです。
　来館者は一様でないこと、一人ひとりが心
地良く過ごせ「また利用したい」と思える空
間であるために取り組むべきこと、展示の内
容や質とは別の観点から美術館に求められて
いるものを考える良い機会となりました。初
の試みに理解を示し、穏やかな表情で見守っ
てくださった来館者の皆さまに感謝申し上げ
ます。（ 3 ）

■特別展
永青文庫 日本画の名品
会期：20１7年 １ 月１4日㈯〜 2 月26日㈰
料金： 一般 １ ,300円・高大生800円・中学生

以下無料
永青文庫は、旧熊本藩主・細川家に伝わる歴
史資料や美術工芸品を管理する公益財団法人
で、東京都文京区の旧細川侯爵家の事務所を
美術館に改装し、文化財を一般に公開してい
ます。本展覧会は、永青文庫が所蔵する貴重
な絵画の中から、菱田春草の《落葉》、《黒き
猫》、小林古径の《髪》（いずれも重要文化財）
を含む「近代の日本画」34点と、近年人気が
高まっている「白隠と仙厓の禅画」23点の名
品を紹介します。
【関連催事】
●作品解説会
日時： １ 月22日㈰、 2 月１8日㈯
　　　午後 2 時－ 3 時
講師：保崎裕徳（名古屋市美術館学芸員）
※いずれも 2 階講堂・無料・先着１80名
■常設企画展（特別展と同会期）
ポジション2017 河村るみ 介（かい）－生と
死のあいだ

表裏一体にある生きることと死ぬことについ
て、パフォーマンスと映像を使ったインスタ
レーションで表現します。パフォーマンスは
毎日午後 4 時から開催。
【関連催事】
●アーティストトーク
日時： 2 月 5 日㈰　午後 2 時から
テーマ：「眼差しを見つめて」
●記念対談
日時： 2 月25日㈯　午後 2 時から
テーマ：「看取りについて」
■常設展（特別展と同会期）
名品コレクション展Ⅲ（前期）
名古屋市美術館のコレクションから厳選した
作品を紹介します。
エコール・ド・パリ：シャガールの版画「聖
書」より、郷土の美術：三岸節子の芸術他
■コレクション解析学
日時： １ 月29日㈰　午後 2 時から
テーマ： 「三岸節子とヨーロッパ」
　　　　 2 階講堂・無料・先着１80名
講師：中村暁子（名古屋市美術館学芸員）
作品：三岸節子《プチカナル》１973年

休館日は月曜日（祝日の場合は翌平日）、１2月20日㈫〜
１ 月１3日㈮です。詳しくは、美術館ウェブサイトhttp://
www.art-museum.city.nagoya.jpをご覧ください。（KT）

伊藤 利彦（いとう としひこ／１928－2006）

　三重県四日市市千代田町に生まれる。１945
年に県立富田中学校を卒業、翌年には京都市
立美術専門学校日本画科へ入学するも美術雑
誌で紹介される西洋美術、特にフランス近代
絵画に惹かれ在学中から油絵を描く。卒業後
は地元に戻り中学校の美術教諭の職を得た
が、肺結核を患い半年間、快方に向かうも １
年半後に再発し療養生活を余儀なくされる。
20代半ばにして死と向き合わざるを得なかっ
た時間は、画家に《或る時代》《伝説》《死
衣》《幡》などの作品群を描かせた。垂直と
水平を意識しながら暗闇に隙間なく折り重
なったような図柄は、白骨化した人体の集積
にも見える。そこに描かれていた頭蓋と眼窩
が小さな白と黒の斑点となって次第に平面構
成へと変化し、《CUSTOM》においては少し
ずつ明るさを帯び、《酸化・音》に見られる
整然とした印刷網点まで続いている。自己の
内面が強く表出した作品群を省みてか、70年
代半ばからは“視点”をテーマに据え、 １ つの
モチーフを多角的に捉えて並置する作品や、
遠近法を駆使した白いレリーフ状の作品に着
手する。わずかな厚みの中に生まれる空間の

可能性を追求するうち、形状は一枚物の額装
から西洋の三連祭壇画にヒントを得た観音開
きや、（展開した形は題材によって異なるが）
閉じた際、薄いスーツケース状の箱になる作
品へと発展を遂げる。《箱の中のリンゴ》の
ように、箱を閉じた時モチーフが完全な姿と
なる作品は、緻密な計算に基づいた制作を好
む作家の生来の几帳面さとともに、少年のよ
うないたずら好きの一面を窺わせる。教会や
複葉式飛行機、飛行船などを題材に選んだの
は理性と規矩に支配された形状の美しさと題
材そのものへの憧れ、両方に依るものらしい。
　１95１年新制作協会に出品、浅野弥衛との交
流を機に１957年から64年まで美術文化協会に
毎年出品、その後は会派に属さず、教員を続
けながら地元三重や名古屋の画廊を中心に個
展やグループ展を行い、最晩年まで制作を続
けた。（ 3 ）

郷土の作家たち

イ ベ ント ガ イド
ちびっこオアシス実施の様子

《WORK86－P＝１2》１986年

伊藤利彦《CUSTOM 8 》１966年

眞島建三《遍歴》１945年
名古屋市美術館寄託
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Tel.052-2１2-000１ Fax.052-2１2-0005
休館日：毎週月曜（祝日の場合は直後の平日）
開館時間：午前 9 時30分〜午後 5 時
祝日を除く金曜日は午後 8 時まで
※入場は閉館の30分前まで

【編集後記】
　『アートペーパー』１03号をお届けします。
　決して多くはいらっしゃらないかもしれませんが、それでも毎回の特別展をご覧
いただいている名古屋市美術館リピーターの皆様や、あるいは散策や飼い犬と
の散歩で美術館南側の庭園を通られる方はすでにお気づきかもしれませんが、
美術館敷地南端に設置、展示されていたデイヴィッド・ナッシュの彫刻作品《降
りてくる舟》が“倒壊”しました。今年の 9 月、前夜台風１0号が当地を通過した
2１日午前１0時頃、地中に設置していた作品の根元部分から折れ、崩れました。
経年によりひび割れた表面から、雨水が内部に浸み込み、時間をかけてその
内部組織が腐食していったようです。幸いにも通行者等を巻き込むような事故
に至ることはなく、また植込みに倒れたため、作品の損壊は比較的軽微に済み
ました。
　都心の公園に設置された同作品は、四季の移り変わりのなかで、現代美術
と自然の見事な共演を見せていました。とくに紅葉の時期には、その焦がされ
た黒い表面と、周囲のイチョウやポプラの黄色や赤とのコントラストは目を見張
るほどのものでした。
　保存・修復、さらには将来復旧することを目指して、現在作家との協議を進
めています。
　開館三十年目を迎える来年20１7年は、更なる充実を目指す“RE-START”の
年となりそうです。（J.T.）

執筆者／深谷克典（F）、山田諭（sy）、蒲原貴子（KT）、竹葉丈（J.T.）、角田美奈子（み。）、中村暁子（AN）、笠木日南子（hina）、清家三智（3）、保崎裕徳（nori）古紙パルプを含む再生紙を使用しています。

『フリーダ 愛と痛み』
（石内都著、岩波書店、20１6年）

　母の遺品や身体に残る傷跡を撮影した写真
で知られる石内都が、広島の原爆で被爆した
人の遺品を撮影した「ひろしま」シリーズを
きっかけとして、メキシコの女性画家フリー
ダ・カーロの遺品を撮影した。本書はその写
真集。
　撮影は20１2年に行われており、作品もそれ
を収録した写真集も日本より早く海外で発表
と発刊がされている。「Frida is」と副題され
た石内都展が、資生堂ギャラリー（会期：

20１6年 6 月28日－ 8 月2１日）で開催され、フ
リーダの遺品を撮影した作品がまとまって紹
介されるとともに、本書によって写真集とし
てもより身近に親しむことができるように
なった。
　 海 外 で 発 刊 さ れ た 写 真 集 は「Frida by 
Ishiuchi」と題されており、一部重複するも
のの違う編集である。
　フリーダの遺品を撮影する石内の手法は、
いつもと変わるところがない。それが心地よ
く、写っているものが信頼できるものだと私
には感じられる。この写真集と前後して出版
された『写真関係』（石内都著、筑摩書房、
20１6年）に収録された「永遠のフリーダ」を
読むと、石内がどのような思いでフリーダそ
の人や遺品と向き合ったのかが分かる。既成
のイメージを白紙に戻し、演出されない日常
の生活のなかにありのままのフリーダを捉え
ようとしたその姿勢から生まれた写真に違和
や物足りなさを感じる人もあるだろう。だが、
そこには石内が感じたであろうフリーダの息
吹と身体が確かに写し取られている。生身の
フリーダを感じ取る感覚、それを石内の写真
は誘発する。フリーダと石内の母と広島の
人々が同じ感覚で見るもののうちに立ち上が
る。それが石内の誠実さであり、優れた特質
でもあることをこの写真集は教えてくれる。
（み。）

コレクション企画　日本で洋画、 
どこまで洋画？ 
−高橋由一から現代画家まで−
　「洋画」、いわゆる油彩画という大きな題材
をテーマにした展覧会だ。日本において「洋
画」という言葉は明治期に「日本画」と対に
なる言葉として生まれたが、日本の近代にお
いては、油彩で描く洋画家は西洋の新しい動
向から影響を受けながら、日本の独自的な展
開を見せてきた。本展は、その洋画の始まり
から、現在に至るまでの、油彩画による作品
を、同館の収蔵品から紹介しているものであ
る。
　展覧会では、「洋画」の概念がどのように始
まり、いかに様々な展開を見せてこの言葉の
概念が増大していったかということ、また、
現在の絵画あるいは作家においては「洋画」
や「洋画家」という意識が薄れてきているこ
とを示し、日本の絵画の変化について考えさ
せるものであった。それにしても、時代ごと
に活躍した作家をかなり網羅しているコレク
ションの厚みに驚いた。当館にも膨大な量の
「洋画」のコレクションがあるのだが、愛知
県美術館よりも範囲は絞られている。美術館
の収集のテーマに関係が深い重要な作家の作
品は、その作家の代表的作風の作品のみなら
ず、ある程度作風の展開が見られるように数
点から数十点の作品を収蔵することも多く、

数はあるのだが、日本の近代洋画の歴史にお
ける重要作家の作品を網羅できているわけで
はなく、このような包括的なテーマの展覧会
をコレクションだけで組み立てることは難し
い。コレクションの力をつくづく感じる展覧
会だった。
　また、この「洋画」というテーマで近代か
ら現代の作品を紹介することで、絵画の様式
の変化から、時代の感性の変化を如実に感じ
ることができたことも面白かった。特に、戦
後の洋画における、油彩絵具や描かれている
物の物質感あふれる具象画や抽象画と比べる
と現代の作品には、画面の扱い方に映像や写
真などのイメージ画像的な要素が感じられ
る。ひと昔前はデジタル画像をこんなに大量
に目にすることはなかった。時代とともに
人々の視覚は変化している。また、国内にと
どまらず国際的に受容されている現代の絵画
に「洋画」という日本独自のカテゴリーは窮
屈になっているようだ。私たち日本人の感性
もどんどん変化しているのである。（hina）

同時代を生きた現代美術家の足跡 
「山本富章　創造の原点から色

ドット

班の
空間へ」展
　名古屋市美術館の開館時点（１988年）にお
ける所蔵作品のなかで、最も若い作家の最も
新しい作品は、山本富章《無題》１987年であった。
　１986年の「シガアニュアル’86　多義的な
表面」展において、強烈な色彩対比の斑点に
よるレリーフ状の巨大な絵画で注目を集めた
山本富章は、翌年には文化庁派遣芸術家在外
研修員として、ニューヨークへ旅立ち、沸騰
する現代美術の坩堝のなかで、新しい絵画の
可能性を探究した。ニューヨークの画廊（ジャ
ドソン・アート・ウェアハウス）での初個展
を終えて帰国した後も、アメリカ全土を巡回
した「Against Nature－80年代の日本の美術」
展や幕張メッセで開催された国際現代美術展
「ファルマコン’90」の出品作家に選ばれる
など、華々しい活躍を繰り広げた。
　あれから30年近い年月が経った現在、まさ
に名古屋市美術館と歩みをともにするよう
に、現代美術家として、国内外で活動してき
た「同士」とも言える（というのは迷惑かも
しれないが）作家の足跡を辿ることのできる
見事な回顧展を見せられて、美術館学芸員と

して、会場を歩きながら、後悔と嫉妬を感じた。
　少年時代に油絵具がなくて、水彩絵具に接
着剤を混ぜて描いた《絵のある風景》から古
代ローマの悲劇の女性へ幻想を描いた愛知県
立芸術大学の卒業制作《ルクレチアへの想
い》へ。絵画の根源を問い直す苦闘のなかで
《Landscape（風景）》を最後に油彩画から
離れ、流れるアクリル絵具の色彩斑点による
レリーフ状の絵画へと転換。そして、アメリ
カでの個展の《New York Triptych（ニュー
ヨーク三連画）》から幕張でのファルマコン
の《Rusted green door-another story（錆び
た緑の扉－もう一つの物語）》へ。
　壁に掛かっていた絵画が、床に置かれるこ
とで、絵画ではなくなることを鮮やかに見せ
てくれる二つの大作が対峙するに色

ド ッ ト

班空間に
挟まれて、名古屋市美術館の開館時点へ、一
挙に時間を遡るような感覚に捕らわれていた
のである。（sy）

榊原澄人「永遠の変
メタモルフォーシス

身譚」
　本展は作家の代表作をまとめて紹介する、
美術館で初めての個展である。榊原澄人は
１980年に北海道で生まれ１5歳で渡英、複数の
大学を経てロイヤル・カレッジ・オブ・アー
トを修了、海外でアニメーション製作監督や
アーティスト・イン・レジデンスを経験し、
現在は長野県在住。公式サイトの肩書には「映
像作家、ヴィデオ・アーティスト、漫画家、
あやつり人形師」とある。
　ドーム型天井への映写を想定して作られた
《Solitarium》では、円環状で見せる大作《É 
in Motion No. 2 》（20１3年）よりもさらに個々
の事象が複雑に絡み合った世界が展開する。
弦楽器の鈍い低音と澄んだ高音とがゆっくり
と重なり、響き合うBGM。実世界で目にす
るものと空想の産物とがない交ぜになってカ
ラフルに描き出され、速度や規模はまちまち
だが、大半のモチーフが画面の中を絶えず
漂っては変容や一定の動作を繰り返す。ねじ
れた大きな一本の樹は回転に従って投影位置
を徐々に変えるが、映像の中で動くことはな
い。ただ地中や幹の内部で無数の何かがひっ
きりなしに動き続けている。それは地中から

吸い上げられた水や栄養素が根から幹へ、枝
へと移動し、いずれ大気中へ放出されるよう
に、直接目にすることはないが確かに起こっ
ているエネルギーの循環を表出したものらし
い。対流する風もまた同じく見えない形で他
の事物の動きを助けている。
　映像を眺めながら、万物がとどまることな
く時間とともに動き、変化し続けていること
を想った。地球の公転／自転、生物学でいう
ところの動的平衡に似て、不可視ながら確実
に存在する力が、主体の意志の有無に関係な
く、あらゆるものを動かし全体のバランスを

六本木アートナイト2016 
１0月2１日㈮ １7：30－１0月23日㈰  6 ：00

　六本木アートナイトは、生活の中でアート
を楽しむという新しいライフスタイルの提案
と、大都市東京における街づくりの先駆的な
モデル創出を目的に、一夜限りのアートの饗
宴として2009年にスタートしました。今年は
3 日間に拡張され、六本木の街なか各所での
美術作品の展示のほかに、ダンス・パフォー
マンスや公開ファッションショーなどを含ん
だ、広い意味での「アート」の祭典として実
施されました。
　今年のアートナイトで注目すべき事柄とし
て、①メインプログラム・アーティストに彫
刻家・名和晃平の招聘、②イェッペ・ハイン
やペーター・フィッシュリ＆ダヴィッド・
ヴァイスら大物作家の出品、③愛知県立芸術
大学出身者たちの参加の三点がありました。
名和晃平の彫刻《White Deer》、《Ether》、
《People of the Wind》などを核としたイン
スタレーションは、六本木ヒルズ、東京ミッ
ドタウン、国立新美術館の 3 つのメイン会場
の野外広場に設置され、都会にひと時の幻想
的世界を現出させました。壁と壁の間に水の
アーチをかけるハインのインスタレーション
《Continuity Inbetween》は、シンプルな要
素と非日常的な光景のギャップで見る者を驚
かせ、フィッシュリ＆ヴァイスの名作として
知られる映像作品《事の次第》は、芋洗坂の
駐車場でビルの壁面に投影され、野外シネマ

さながら、多くの観衆を引きつけていました。
　Tokyo Midtown Award 20１5のアートコンペ
でグランプリを受賞した田島大介（20１5年愛
知県立芸術大学彫刻専攻卒業）は、高層建築
がひしめく架空の街を細密に描くペン画の公
開制作を実施。また、同コンペで優秀賞を受
賞した三上俊希（20１6年同大学院彫刻領域修
了）は、観客が手動のポンプで作品の一部を
膨らませる参加型の立体作品を展示していま
した。今年度のコンペでは、大塚功季（同大
学院油画版画領域在籍）がトラロープを素材
にした火焔型土器のような造形で準グランプ
リを受賞しており、今後の活躍が期待されます。
　最も強い印象を残したのは若木くるみの《車
輪の人》でした。これは六本木通りに面した
ビルの一階に、ハムスターの運動器具のよう
な装置をおき、その中を作家が 2 日間走り続
けるというものです。ゴロゴロと鈍い音を響
かせながら、黒い全身タイツ姿の女性が車輪
の中を走り続ける異様な光景に、たまたま前
を通りかかった人々も思わず足を止め、その
コンセプトに驚嘆して声援を送っていました。
今年のアートナイトのキャッチフレーズは
「六本木、アートの
プレイグラウンド〜
回る、走る、やって
みる。〜」でしたが、
《車輪の人》ほどこ
のフレーズを体現し
た作品はなかったで
しょう。シンプルで
力強く、完成度の高
いパフォーマンスで
した。（nori）

CULTURE,MOVIE, DRAMA&MUSIC

展評

展評

展評

20１6年１１月１8日㈮〜１2月１8日㈰
愛知県美術館

20１6年１0月１5日㈯〜１2月 4 日㈰
碧南市藤井達吉現代美術館

20１6年１0月4 日㈫〜１2月１１日㈰
清須市はるひ美術館

BOOK

保っている。作家が「あやつり人形師」を自
身の肩書に挙げるのは、一個人の目から見れ
ばひどく残酷な仕打ちやマイナスに映る出来
事も世界全体を構成する上で必要な要素とし

て捉える、俯瞰の視点に起因するのかもしれ
ない。ゆったりとした時間の流れ、不思議な
安堵感と同時にやるせなさや切なさを覚える
映像作品だった。（ 3 ）

榊原澄人《Solitarium》20１5年

高橋由一《不忍池》１880年頃　油彩/画布　愛知県美術館蔵

若木くるみ《車輪の人》

山本富章《New York Triptych》１988年（会場風景）


